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亜硫酸ガスによる煙害調査について

（第 2 報）
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I はじめに I 亜硫酸ガスの測定法

銅亜鉛の精錬所として有名な小坂鉱業所から放出さ・ 前年度同様に二酸化鉛法で，各地点に百葉箱を固定し

れる亜硫酸ガスと，附近にある林木の生育状態との関係 約 1ヶ月間放置した二酸化鉛円筒について；クロラニル

について，昭和心年に秋田営林局の計画に基づき調査を 酸バリウム法により比色定量を行った。調査期間は昭和

行ったことは，秋田県衛生科学研究所報No.10に報告し 41年 5月～10月までの 6ヶ月間で，各月における二酸化

たとおりであるが，今年度も引続き調査を実施し，亜硫 鉛円筒の設置日数は第 1表のとおりである。

酸ガスを測定したので，その成績について述べる。

第1表二酸化鉛円筒の設置期間明細表
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1 成績

(1) 気象観測

昨年同様に，小坂鉱業所にある気象観測所で， 1日4

回 (3 時， 9 時， •15時， 21時）観測をした成績を取纏め

たもので，その平均成績を第2表に示す。調査期間中の

平均風向は2.7%~12.0％で， 北風が12％で一番頻度が

高く，次が南西風で11.7%,西風8.7％，西南西風6.1%

の順になっている。随って総体的には西の方から吹いて

来る風が多い。 又乎均風速は，西南西風が3.6m/sec,

南西風3.Sm/sec,西風3.4m/secの順で，調査期間中の

総平均風速は2.7m/secである。気温は10月の12.1°c~

8月の23.7°C, 湿度は5月の74.3%~7月の86.6%,

雨量は 5 月の 146••~7 月の462.5mの範囲で，前年の乎

均雨量13luより比較し，今年度は平均238.7鵞●で倍近い

雨量である。

第2表気象観測値

"
rャょ・＂

月別1風向jN INNE¥NE jENEI E jESEls E侭叫 Sj sswl S wlw swj W lwNwlN wjN Nwj静 1平均ド讐i弓戸佃露pi

5月
風向頻屡16.51ul 3.212.4, 5.617.315.613.2! 5.6J 6.5J10.51 a.1110.5J 7.3J 5.6J a.1i 2.4J 叶74.3146.Cl 
平悶翌12.ol4.4j 2.414.71 4.5: 2.81 1.81 2.8, 3.3[叶2.6,3.3I 4.71 4.4, 4.7I 1.11 ~ 3.4 

6月
風向頻覧I1.511.119.115.815.9 5.al 5.812.516.7j 6.1!12.613.319.1! 4.~10.8! 1.11 uj 

16.776.9 240.31 
平悶翌11.8|1.6| 3.41 4.7| 3.6| 2.9| 3.d1.7| 3.5| 3.2|2.8l 碍 3.3|• 3.d1.9| 1.3| 4 2.9 

7月
風向頻覧I7.312.41 4.01 3,21 1.613斗6,511.61 5,6111,3119,516,5112.913,21 4.9 3.21 4,01 

20.2 86.6 462.51 
平：戸I1.d 2.3| 1斗2.51o.713,512.012.512.412.0!3.3, 4.413.312.11 1.310.01 ~ 2.3 

風向頻覧117.d3.4 4.8| 2.4| 3.2| 4.d 3.2| 3.2| 3．針3.al6.sJ 4.818.~ 4.813.2J s.618.91 
23.7 83.7 182.31 

8月平悶翌I1.6I碍2.1J 1.612. 914.51碍2.6,2.31 2.3,叫3.4,2.21 3. ii 2.311.4 —|2.9 

風向頻覧120.o|.1.7| 3.31 3.3| 6. 8| 5.d3.3| 2.5| 5.o|10.oll0.d 5.8| 5.8| 4.2| 5.d5斗3.3|
17.5 吋153..

9月平；；翌12.2| 1.6| o.9| 3.3| 2.9| 3.3| 3.5| 1.8| 2.8| 2.3| 3.5i 2.91汎3.6|3.l| 1.8| -| 2.7 
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風向頻覧14.5|o.6|8.1|3.44.8|3.44.8|1.6|1.6|7.3|11.-4I材5.6|3．オ碍 5.6|4.8j 
10月平笠 茫l2.3| 2.41.9| 2.1|2.2i 2.9l1.8| l.8| 1.3| 2. l| 2.7| 2.6| 3.9| 3. l斤戸丁喜12.7185.1247.1 

平均：：：塁ll:]:  ] : :l : ] : :l : :l : 1 : ]: ] : :[; ]: ;1 : ]: ] : :i : :l 4 2| 2 7117 3181 6238 7' 

(2) 調査地点と亜硫酸濃度 面図を第1図に示したが，煙源を中心として東方にNo.I

今回の調査地点は，前年度に調査したNo.I~No..10 ~No.7及びNo.11~No.15までの 12地点， 西方には

の10地点と，新たに追加されたNo.11~No.20までの'10 No. 8~No.IO及びNo.16,...:,No. 20までの 8地点である。

地点の合計20地点が営林局の計画で選定された。その断

標高
.. 第1図調査地点断面図・
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次に各地点の亜硫酸測定成績を第3表に示したが， 5月 day/ lOOaiPbO 2である。このNo.15は煙源より東方に位．

における亜硫酸濃度の最も高い地点はNo.15で5.78町／d じ，煙源からの距離2.5ヒで，20地点中，一番近距離にあっ

ay/l_OOdPb02であり，6月にはNo.16の3.72呵／daY/100 て，標高300mで煙源とほぽ等しい高さの台地である。次

aiP.b02、7月は5月と同地点のNo.[5で3.28!I9/day/100 に濃度の高い地点はNo..16の3.IO町／day/lOOd PbO 2で

dPbふ8月は9月と同地点のNo.16で2.00119/day/lOOcni あるが，この地点は煙源の西方に位し，その距離3.Ska，標

Pb02,9月はNo.4で6.63町／day/lOOcijP bO 2, 10月は 高440mの峰である。一方， 亜硫酸含量の少い成績を示

6月， 8月・と同じ地点のNo.16で6.71叩 /day/lOOaiPb02 している地点， No.2,No. 9,No.il,No.14,No.20をみ

である。これ等調査地点20ヶ所における6ヶ月間の平均成 ると，その標高が煙源とほぽ等しいか，または，それ以下

讀をみると，亜硫酸濃度の最高地点はNo.15で、3.26霞9/ で，何れも低い場所にある谷間であることは面白い。

□ □宣髯［］］［言冒］言［：
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(3) 林木の被害率と亜硫酸濃度

秋田営林局で調査をした林木（カラマッ，クロマッ，

アカマッ．，スギ）の中から，カラマツについての調査成

績を第4表に示す。現在カラマツの生えていない地点

No.15を除いては，各地点にあるカラマ‘2の50本当りの

乎均成績を示したものであるら被害率としては，樹型に

よるものと，葉色によって判定したものとあるが，前年

と同じように，完全なものを〇，被害を受けているが今
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後煙害を受けなければ生育可能なものを△とし，枯死し

たもの及び生育不可能なものを X とし区別した。△と X

の二つを被害あるものとし，これと亜硫酸濃度と比較検

討したものが第 2図凶9 (B)であり，乎均生長と亜硫酸濃

度との関係を示したのが第2図(C)である。気象条件や調

査地点の地形等，多分に影響あるfactorが存在する為，

正確には比較出来ないが，大体において，カラマツの被

害率は亜硫酸濃度が高い程大きくなっている事が解る。
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△・ •今後煙害を受けなければ林木として生背可能なもの。
x…全く枯死したものか又は今後煙害を受けたくても生育不可能なもの

第2図
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(A) 樹型による被害率と亜硫酸濃度
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第2図

（B) 葉色による被害率と亜硫酸濃度
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第2図

(C) 乎均生長と亜硫酸濃度
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N 前年度との比較検討

昭和如年 5月～10月の 6ヶ月間における調査と，今回

の 5月～10月の 6ヶ月間における調査で，同一地点であ

るNo.1~No.10．までの成績について比較をしてみた。

最初に，前回と今回の調査期間の平均風向は，第3図に

示しているとおり，前回は西から吹いて来る風がその殆

どを占めてお見西風が31.3%,西南西風が(5.1%,南

第3図風向

昭和40年5月～10月
N 

西風6.0％であるのに対し，東風1.8%, 東南東風2.1%

東北東風1.4％の割合であったが， 今回は北風が12.0%

で最高の頻度を示し，西風8.7%,西南西風6.1%,南西

風11.7％に対し，東風4.5%,東南東風4.8%,東北東風

3.4％の割合で，東風と西風の差が前回程大・きくはない。

併し総体的には矢張西の方から吹いて来る風が多くなっ

ている。

頻度

昭和41年5月～10月

N 

w E
 

w E
 

次に，各地点の亜硫酸濃度は第4図によっても解るよう に最大濃度の地点にづれはあっても各地点の濃度を観察

に，前回の最大地点は，煙源からの距離4ka，標高350mの すると、昨年と余り大した変化がないように考えられる

No6．で、その濃度は2.2lm'l/day/IOOaiPb02であったが， なお小坂精錬所の排煙量は前回の平均量が 9.9x105N 

今回の最大地点は煙源からの距離5.5km，標高500mのNo rrf／月で，今回の平均量は9.12x105Nrrf／月であること

• 4で濃度は2.18町 /day/IOOcniPb O 2 である。• このよう が小坂鉱業所の調査で明らかにされている。

各
叫



第4図 亜硫酸濃度比較
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、V 結果及び考察
今年度調査した No.I~No.20までの地点は何れも亜

硫酸を検出しており，その濃度は二酸化鉛法で0.16~3.

26mg /day/ 10011{ PbO 2である。このうち..:...番濃度の高い

地点は，煙源から2.5kmの距離で標高300仇のNo.ISの地

点である。一方濃度の低い地点は，煙源からの距離 7km, 

標高220mの西方にある谷間で， 煙瀕より低い地点は何

れも低濃度を示している。又調査期間の風向は北風が

12％で最も高い頻度であるが，総体的には前回と同じよ

うに西から吹いて来る風が多い。更にカラマツの被害率

を生長， 樹型， 葉色から判定し， 何れも亜硫酸濃度

が高い地点は被害率も強く， 約20％の被害率は大体0.5
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mg/day/ 100叫Pt02の亜硫酸濃度であることも昨年の調

査と等しい成績状態である，亜硫酸ガスによる煙害は，

その場所の地理的状況と気象学的条件に大きく支配され

る事は前回でも述べたヵ・｛，昭和40年 5月～10月，昭和41

年 5月～10月と 2年に亘る調査の結果では，亜硫酸濃度

ゃ，気象観測値，並びに被害状況等から推察して，煙源‘

の周囲が山で囲まれている小盆地のような地形にある湯

所は，気象条件に多少の相違があっても，煙源の周囲に

与える長期間における被害の程度は，工場からの排煙量

が違わない限り大した差違はないものであろうと云うこ

とが考えられる。

稲を終るに際し，貴重な参考資料の提供等色々と御援

助を戴きました秋田営林局の浅井敬三技官に心から感謝

申し上げます。

文献

l)松井為三郎，小林曾太郎：衛生化学， 11.4(r965) 

2)日本空気清浄協姿:空気清浄，・3.3(1965) 

3)神奈川県京浜工業地帯大気汚染防止対策技術小委員

会：大気汚染調査研究報告；第 8報（昭40)

4)英国理工学研究局編：大気汚染測定法

5)寺部本次：二酸化鉛法による亜硫酸ガス汚染の測定

法（大気汚染Vol.2,Nci. 5別刷）

6)児玉栄一郎，斉藤ミキ，船木忠ー：亜硫酸ガスによ

る煙害調査について，秋田県衛生科学研究所報，第IO

輯， 39~45, 1966 

,
.
9
 

、

’

、

.
9
,
.
,

;
:
·
~
9
』~
•
,
.
5
9

i

e
r
g
,
'


